
「希望に満ち、一人一人が輝く学校」４月号

陽 心
教育目標 自主 健康 奉仕

東陽中学校区の小中学校では、毎月の１４日を「トーヨーの日」として、

『家族団らんの日』を推進しています。４月は１４日（月）です。

令和７年度がはじまりました。

野山の草花も一斉に咲き始め、春の訪れを感じさせる季節となりま

した。４月８日（火）には、桜が満開の中、入学式を挙行し１５７名

の新入生を迎えました。これで本校の生徒数は、２年生１７８名、３年生１８８名、合計

５２３名となりました。午後には、第１学期の始業式も行われ、生徒は進級の喜びと新し

い学年での緊張感、新学年、学級での友だちや先生との新たなる出会いに胸を膨らませて

いました。

いよいよ令和７年度の始まりです。新たなスタートラインに立ったという緊張感や新鮮

な気持ちを大切にして、今年度の第１歩を力強く踏み出していきましょう。昨年度の学習

や生活面の反省を生かして、良いところを伸ばし、うまくいかなかったところを最大限克

服していけるよう、目標をしっかり持って頑張っていきましょう。

【入学式の式辞から】一部抜粋
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今月の花
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皆さんの心や体の中にも、春に葉や花を色づかせる力と同じように”成長する力”が、着実にたまっ

ています。その力をこれから、どう使うのか。ぜひとも中学校で、勉強や運動、仲間づくりなど、様々な

ことに全力で挑戦し、あなただけの花を咲かせてほしいと思います。その課程で、うまくいかないことも

あるかもしれませんが、目標に向かい本気で取り組んでみたり、失敗してしまったら、その原因を考え、

次に生かそうと努力を重ねたりする経験こそが、皆さんの花を大きく成長させてくれます。失敗を恐れ

ず、いろいろなことに挑戦してください。みんなで、中学校生活を楽しみながら充実させ、時には失敗

をすることがあるかもしれませんが、皆さん自身の色とりどりの花を咲かせてほしいと思います。



【始業式の式辞から】一部抜粋

教職員の異動

今回の定期異動で、10名の教職員が退職及び転出となりました。今まで大変お世話になりまし

た。３月２8日には離任式が行われました。１0名の職員がそれぞれの新任地へ向かい、新たに８

名の職員が４月１日以降、着任しました。「希望に満ち、一人一人が輝く学校」を目指し、教職員

一丸となって精一杯、教育活動に取り組んでいきます。御支援、御協力の程、よろしくお願いい

たします。

本校における教職員の働き方の改善に向けた取組

すでに、４月１０日付のさくらメールでの配信でお知らせしておりますが、本校では全ての職

員が仕事と家庭のバランスを図り、より質の高い生徒への支援を行うため、全校をあげて教職員

の働き方の改善を進めていくこととしました。保護者、地域の皆様には本校の進める働き方改革

について、教職員の勤務時間や留守番電話の設置等の具体的取組等を次のとおりとさせていただ

きますので、趣旨を御理解のうえ、御協力いただきますようお願いいたします。

（1）勤務時間（午前８時から午後4時30分）終了後は原則定時退勤とし、遅くとも午後６時に

は退勤することを目安とする。放課後生徒に対応する必要がある場合は、原則部活動終了時

刻までとする。部活動終了時刻の目安は、4月～9月午後6時、10月～3月午後5時15分です。

（2）留守番電話の設置・運用

①留守番電話の設定時間

・平日：午後６時00分から翌朝午前７時30分まで

・土曜・日曜・祝日：終日

②留守番電話の仕様

・時間外である旨を知らせるメッセージが流れます。録音機能はありません。

③その他

・学校への連絡は、上記留守番電話設定時間以外にお願いします。

・生徒の生命や安全にかかわる重大事態など、緊急を要する場合には、最寄の医療機関、

消防・救急・警察等へ連絡の後、後日、学校への御連絡をお願いします。

（3）毎月１回、職員は自分で定めた日に、定時退勤をする。

生徒の皆さんへ

3年生；最高学年としての自覚をもちましょう。2年生；3年生を助け、先輩になった自覚をもち、1年生

をサポートしましょう。１年生；勉強や運動、仲間づくりなど、本校で様々なことに全力で挑戦しましょう。

学校全体；学校教育目標である「明日に夢を持って生きていこう（陽心）」に向かい、凡事徹底；当た

り前のことが当たり前にできる生徒と、積小為大；小さな努力を積み重ねることができる生徒を目指し

て、日々の生活を送りましょう。

目標達成のために、具体的に2つのことをお願いします。

① あいさつを心がけ、あいさつができる集団になりましょう。

② 授業に真剣に取り組み、学ぶ力を身に付けましょう。5年、10年先を見据えて、今のうちから、こ

つこつ学ぶ力を身に付けていきましょう。


